
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　着席時に、自然に股関節を曲げて腰および背

筋を伸ばすような姿勢になり、股関節を曲げて着席する

正しい前傾姿勢が自然と身につくような椅子を、提供す

る。

【解決手段】　背もたれに密着するまで深く座ることで

、骨盤が背もたれに沿って支えられ、骨盤から腰骨がま

っすぐになる。また、前傾姿勢をとる場合には、骨盤ご

と前傾させて股関節を大きく曲げ、骨盤から腰骨はまっ

すぐな状態を維持することが正しい着席・前傾方法であ

る。意識しなくても、このような深座りとなるように座

面を後ろ向きに傾けるともに座面にローラーを設置して

骨盤が自然と後部に滑り込むようにし、腰当て部におい

て骨盤を支持させる。前傾時は、座面後部に設けた骨盤

収納部に骨盤が収納され、腰当て部の下部に沿って骨盤

を支持させ、骨盤から腰骨がまっすぐになるようにした

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 座 面 後 部 に 、 骨 盤 の 大 部 分 を 収 納 す る 窪 み を 有 し た 形 状 の 椅 子 お よ び 座 椅 子 。 窪 み の 深
さ は 、 体 格 に 合 わ せ て 、 調 整 ベ ル ト の 締 め 位 置 を 変 え る こ と に よ り 調 整 す る 機 能 も 付 与 す
る こ と が で き る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 座 面 お よ び 座 面 前 部 に ロ ー ラ ー を 有 す る 椅 子 お よ び 座 椅 子 。 座 面 前 部 の ロ ー ラ ー 位 置 は
、 体 格 に 合 わ せ て 、 ロ ー ラ ー 支 持 具 の 位 置 を 変 え る こ と に よ り 調 整 で き る 機 能 も 付 与 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 椅 子 に 、 座 面 後 部 に 窪 み を 設 け る と と も に 、 座 面 に ロ ー ラ ー を 設 置 し
て 、 骨 盤 を 座 面 後 部 の 窪 み に 自 然 と 滑 り 込 ま せ て 収 納 す る こ と に よ り 、 着 席 時 に 腰 お よ び
背 筋 が 伸 び た 姿 勢 の 良 い 座 り 方 が 自 然 に で き る よ う に 改 良 し た 椅 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 椅 子 は 、 特 に デ ス ク ワ ー ク を す る 場 合 な ど に 、 腰 お よ び 背 筋 を 曲 げ て 作 業 を す る
場 合 が 多 く 、 長 時 間 着 席 を し て い る と 腰 に 負 担 が か か る こ と が あ っ た 。 従 来 あ っ た 姿 勢 矯
正 用 の 健 康 チ ェ ア ー （ 特 開 平 ０ ８ － ３ ３ ６ ４ ３ ７ ） は 、 膝 に 負 担 が か か る こ と 、 前 傾 時 に
股 関 節 を 曲 げ ず に 、 浅 く 座 る よ う な 座 り 方 が 身 に つ く な ど の 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ３ ３ ６ ４ ３ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 腰 に 負 担 の か か ら な い 座 り 方 は 、 曲 げ る 部 分 は 股 関 節 （ 足 の 付 け 根 ） だ け と し 、 腰 お よ
び 背 筋 は ま っ す ぐ に し て 座 る 方 法 で あ る 。 従 来 の 健 康 チ ェ ア ー （ 特 開 平 ０ ８ － ３ ３ ６ ４ ３
７ ） で は 、 座 面 を 前 傾 さ せ る こ と に よ り 、 股 関 節 は 大 き く 曲 げ る こ と な く （ ９ ０ ° 程 度 ）
、 骨 盤 か ら 腰 骨 を ま っ す ぐ の 状 態 で 、 デ ス ク ワ ー ク 時 な ど に 必 要 な 前 傾 姿 勢 を と る こ と が
で き る 。 こ の 方 法 で は 、 ひ ざ に 負 担 が か か る こ と や 、 股 関 節 を 大 き く 曲 げ て （ ８ ０ ～ ６ ０
° 程 度 ） 座 る 正 し い 前 傾 姿 勢 が 身 に 付 か な い 問 題 が あ っ た 。 本 発 明 で は 、 着 席 時 に 意 識 し
て い な く て も 、 自 然 に 股 関 節 を 曲 げ て 腰 お よ び 背 筋 を 伸 ば す よ う な 姿 勢 に な り 、 股 関 節 を
曲 げ て 着 席 す る 正 し い 前 傾 姿 勢 が 自 然 と 身 に つ く よ う な 椅 子 を 、 従 来 の 健 康 チ ェ ア ー と 異
な っ た 原 理 で 、 か つ 、 家 庭 等 で 普 通 に 利 用 で き る よ う 極 め て 単 純 な 構 造 で 得 る と い う 課 題
を 解 決 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 背 も た れ に 密 着 す る ま で 深 く 座 る こ と で 、 骨 盤 が 背 も た れ に 沿 っ て 支 え ら れ る 状 態 と な
り 、 骨 盤 か ら 腰 骨 が ま っ す ぐ に な る 。 ま た 、 前 傾 姿 勢 を と る 場 合 に は 、 骨 盤 ご と 前 傾 さ せ
て 股 関 節 を 大 き く 曲 げ （ ８ ０ ～ ６ ０ ° 程 度 ） 、 骨 盤 か ら 腰 骨 は ま っ す ぐ な 状 態 を 維 持 す る
こ と が 正 し い 着 席 ・ 前 傾 方 法 で あ る 。 本 発 明 で は 、 意 識 し な く て も 、 こ の よ う な 深 座 り と
な る よ う に 座 面 を 後 ろ 向 き に 傾 け る と も に 座 面 に ロ ー ラ ー を 設 置 し て 骨 盤 が 自 然 と 後 部 に
滑 り 込 む よ う に し 、 腰 当 て 部 に お い て 骨 盤 を 支 持 さ せ る 。 前 傾 時 は 、 座 面 後 部 に 設 け た 骨
盤 収 納 部 に 骨 盤 が 収 納 さ れ 、 腰 当 て 部 の 下 部 に 沿 っ て 骨 盤 を 支 持 さ せ 、 骨 盤 か ら 腰 骨 が ま
っ す ぐ に な る よ う に し た 。 本 発 明 は 、 以 上 の 構 造 に よ り 、 着 席 時 に 自 然 と 背 筋 が 伸 び 、 姿
勢 の 良 い 着 席 姿 勢 が 身 に 付 く 椅 子 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ～ ４ は 、 実 施 例 １ の 側 面 図 、 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ の よ う に 、 座 面 （ ４ ） を 後 ろ に 傾 け る と も に 、 座 面 前 部 の ロ ー ラ ー （ １ ） お よ び 座
面 ロ ー ラ ー （ １ ４ ） を 設 置 し 、 骨 盤 が 自 然 と 後 ろ に 滑 り 込 み 、 深 座 り と な る よ う に す る 。
さ ら に 、 腰 当 て 部 （ ８ ） で 骨 盤 上 部 を 支 え る 。 こ の こ と に よ り 、 自 然 と 深 座 り と な っ て 骨
盤 が 支 持 さ れ 、 腰 が 伸 び た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ の よ う に 、 デ ス ク ワ ー ク な ど 体 を 前 傾 し た 時 に は 、 い っ た ん 重 心 は 前 方 の ロ ー ラ ー
（ １ ） （ １ ４ ） の 方 へ 移 動 す る が 、 座 面 が 後 傾 し て い る こ と か ら 、 ロ ー ラ ー は 後 方 に 回 転
し て 、 骨 盤 部 は さ ら に 後 方 に 移 動 し 、 骨 盤 収 納 部 （ ５ ） に 収 納 さ れ る 。 ま た 、 腰 当 て 部 （
８ ） の 下 側 に 沿 っ た 形 で 骨 盤 が 支 持 さ れ 、 股 関 節 を 大 き く 曲 げ な い と 姿 勢 が 保 て な く な る
。 こ の こ と に よ り 、 前 傾 時 に は 、 さ ら に 深 座 り と な る と と も に 、 腰 が 伸 び た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ の よ う に 、 後 傾 時 に は 弾 性 の あ る 背 も た れ 支 持 棒 （ １ ２ ） が 後 方 に 傾 く 。 骨 盤 が 前
方 に 移 動 し て も 腰 当 て 部 （ ８ ） が 、 腰 を 伸 ば す 位 置 に 来 る た め 、 後 傾 時 に も 腰 が 伸 び た 状
態 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ５ の よ う に 、 座 面 前 部 ロ ー ラ ー （ １ ） は 、 支 持 具 （ ２ ） で 固 定 す る 。 利 用 者 の 体 格 、
体 型 に 合 わ せ て 、 支 持 具 （ ２ ） の 長 さ を 、 止 め 具 （ ３ ） の 位 置 を 変 え る こ と に よ り 調 整 で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ７ の よ う に 、 骨 盤 収 納 部 （ ５ ） の 深 さ は ベ ル ト 長 さ 調 整 具 （ ７ ） に よ っ て 、 ベ ル ト （
６ ） の 長 さ を 調 整 す る こ と に よ り 、 利 用 者 の 体 格 、 体 型 に 応 じ て 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ８ の よ う に 、 腰 当 て 部 （ ８ ） お よ び 、 背 も た れ （ １ １ ） は 、 止 め 具 （ １ ０ ） （ １ ３ ）
の 位 置 を 変 え る こ と に よ り 、 利 用 者 の 体 格 、 体 型 に あ わ せ て 位 置 を 調 整 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ９ ～ １ １ は 、 実 施 例 １ を 簡 易 に し た タ イ プ で あ る 。 簡 易 タ イ プ で は 、 図 １ １ の よ う に
座 面 部 分 （ １ ） （ ４ ） に 滑 ら か な 素 材 を 用 い る か 、 ま た は 、 滑 り や す い 座 布 団 を ひ く こ と
で 、 体 が 後 方 へ 滑 り や す い 状 態 と な り 、 ロ ー ラ ー を 省 略 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ２ ～ １ ４ は 、 座 椅 子 タ イ プ の 実 施 例 で あ る 。 座 椅 子 タ イ プ で は 、 図 １ ４ の よ う に 、
座 面 中 央 部 を 着 座 時 の 太 腿 に 沿 う 形 で 高 く し 、 上 端 に ロ ー ラ ー （ １ ） を 設 置 す る 。 ま た 、
座 面 部 ロ ー ラ ー （ １ ４ ） も 設 置 す る 。 こ れ に よ り 、 座 椅 子 タ イ プ で も 、 体 が 前 傾 し た 場 合
に 、 骨 盤 が 骨 盤 収 納 部 （ ５ ） に 滑 り 込 み 、 通 常 の 椅 子 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に は 、 以 下 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 自 然 と 、 腰 や 背 筋 を 伸 ば し て 着 席 す る た め 、 腰 へ の 負 担 が 少 な く 、 腰 痛 対 策 に 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 股 関 節 を 曲 げ 込 ま な い と 着 席 で き な い た め 、 股 関 節 を 曲 げ た 正 し い 前 傾 方 法 が 身 に 付 く
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 利 用 者 の 体 格 、 体 型 に 合 わ せ た 調 整 が で き 、 老 若 男 女 あ ら ゆ る 人 が 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 斜 視 図
【 図 ２ 】 側 面 図 （ 通 常 着 席 時 ）
【 図 ３ 】 側 面 図 （ 前 傾 着 席 時 ）
【 図 ４ 】 側 面 図 （ 後 傾 着 席 時 ）
【 図 ５ 】 座 面 前 部 ロ ー ラ ー 支 持 具 の 構 造 図
【 図 ６ 】 座 面 ロ ー ラ ー 支 持 具 の 構 造 図
【 図 ７ 】 骨 盤 収 納 深 さ 調 整 ベ ル ト の 構 造 図
【 図 ８ 】 腰 当 て 部 お よ び 背 も た れ 部 の 支 持 具 の 構 造 図
【 図 ９ 】 簡 易 タ イ プ の 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 簡 易 タ イ プ の 側 面 図 （ 通 常 着 席 時 ）
【 図 １ １ 】 簡 易 タ イ プ の 側 面 図 （ 前 傾 着 席 時 ）
【 図 １ ２ 】 座 椅 子 タ イ プ の 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 座 椅 子 タ イ プ の 側 面 図 （ 通 常 着 席 時 ）
【 図 １ ４ 】 座 椅 子 タ イ プ の 側 面 図 （ 前 傾 着 席 時 ）
【 符 号 の 説 明 】
　 （ １ ） 座 面 前 部 ロ ー ラ ー （ 簡 易 タ イ プ は ロ ー ラ ー を 省 略 ）
　 （ ２ ） 座 面 前 部 ロ ー ラ ー 支 持 棒
　 （ ３ ） 座 面 前 部 ロ ー ラ ー 支 持 棒 止 め 具
　 （ ４ ） 座 面
　 （ ５ ） 骨 盤 収 納 部
　 （ ６ ） 骨 盤 収 納 深 さ 調 整 ベ ル ト
　 （ ７ ） 骨 盤 収 納 深 さ 調 整 ベ ル ト 長 さ 調 整 具
　 （ ８ ） 腰 当 て 部
　 （ ９ ） 腰 当 て 部 支 持 棒
　 （ １ ０ ） 腰 当 て 部 止 め 具
　 （ １ １ ） 背 も た れ
　 （ １ ２ ） 背 も た れ 支 持 棒
　 （ １ ３ ） 背 も た れ 止 め 具
　 （ １ ４ ） 座 面 ロ ー ラ ー
　 （ １ ５ ） 座 面 ロ ー ラ ー 止 め 具
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 3日 (2005.8.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
　 腰 当 て 部 と 背 も た れ 部 が そ れ ぞ れ 別 の 位 置 に 固 定 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ が 独 立 し て 可 動
す る 椅 子 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 11日 (2005.10.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 手 続 補 正 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 手 続 補 正 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 座 面 後 部 に 、 骨 盤 の 大 部 分 を 収 納 す る 窪 み を 有 す る 形 状 の 椅 子 お よ び 座 椅 子 。 こ の 骨 盤
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収 納 部 は 、 骨 盤 を 前 傾 さ せ た 状 態 で お し り か ら 骨 盤 の 背 が フ ィ ッ ト す る 形 状 で あ る 。 窪 み
の 深 さ を 、 体 格 に 合 わ せ て 調 整 す る 機 能 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 座 面 お よ び 座 面 前 部 に ロ ー ラ ー を 有 す る 椅 子 お よ び 座 椅 子 。 座 面 前 部 の ロ ー ラ ー 位 置 を
、 体 格 に 合 わ せ て 、 調 整 で き る 機 能 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 腰 当 て 部 と 背 も た れ 部 が そ れ ぞ れ 別 の 位 置 に 固 定 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ が 独 立 し て 可 動
す る 椅 子 。
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